
栃木県の旬な話題やお出かけ情報、プレゼントコーナーなど情報満載の栃木県メールマガジン「“ベリーグッドローカルとちぎ”元気発信メール」読者募集中！登録は、とちぎメール

9/15（日）〜21（土）は老人週間
県立文化施設を無料開放します

　

この広報紙は、古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています○県民だよりの発行経費の一部に充てるため広告を掲載しています。広告の内容については、広告主にお問い合わせください 環境にやさしい大豆油インキを使用しています

❹

　ちょっぴり泣き虫
な5歳の女の子、ノ
ゾミちゃん。お洒落
でキザな望遠鏡の
エンくんと一緒に、
星の世界に旅立ち
ます。季節の星空紹
介とともにお楽し
みください。
●9/7（土）〜R2/3/1（日）●休館日は問
い合わせを
問同館（宇都宮市）☎︎028-659-5555

●対象：県内在住の65歳以上の方●実
施施設：県立美術館､県立博物館､とち
ぎ花センター､なかがわ水遊園､とちぎ
明治の森記念館、井頭公園花ちょう遊
館、日光田母沢御用邸記念公園本邸､日
光自然博物館、英国大使館別荘記念公
園、イタリア大使館別荘記念公園●窓
口で､住所と年齢（生年月日）の分かる
身分証明書等を提示してください●休
館日は各施設に問い合わせを
問県高齢対策課☎028-623-3048

プラネタリウム年少向け番組
｢すてきなぼうえんきょう｣

●テント泊やカニ釣りなどの体験活動
●10/12（土）〜13（日）1泊2日●対象：県内
在住の小学生以上 定15組（1組6名まで、
抽選）料大人4,900円（高校生以下は学年
により異なります） 〆9/9（月）

　若者の○○離れ（車・酒等を必要としない）が話題となっ

ている｡また､室内が臭くなるので魚は焼かない｡そもそも

料理をしないので包丁､まな板がないといった家庭も増え

ている｡

　ところで､冷夏と思いきや猛暑となった今年も9月とな

り､｢暑さ寒さも彼岸まで｣の秋をいよいよ迎える｡

　仏前､神前で手を合わせる方も多いと思う｡

　初（新）盆や彼岸でごあいさつにお伺いして気付くことは、

安全性や灰が飛ばない等考慮し､線香が短い物に替わり､

ローソクを電球にする家が徐々に増えていることだ｡

　市町や地域の風物詩として花火大会や､盆踊り､神社の

祭りなど楽しまれた方も多いと思う｡実行委員の皆様のお

骨折りに敬意と感謝を申し上げたい｡

　少子化や超高齢社会の時代を迎えて､個々の生活様式に

変化が見られても､心のよりどころでもある地域の伝統文

化は､県民みんなの協力で何とか残していきたい｡

〜生活様式と地域文化〜

回第 136 知事コラム

雨巻山登山
芳賀青年の家（益子町）� ☎0285-72-2273
●雨

あま

巻
まき

山
さん

などの芳賀郡を代表する名山に
登って、益子の山並みを満喫
●11/2（土）午前9時〜午後3時●対象：体
力に自信のある大人の方（小学5年生〜
高校生は保護者同伴で参加可）定 30名
（先着）料300円 〆10/5（土）

森の集い｢ツリークライミングin県民の森」
県民の森管理事務所（矢板市）☎0287-43-0479

カニ釣りわくわくキャンプ
とちぎ海浜自然の家（茨城県鉾田市）�

 ☎0291-37-4004

●大自然の中でツリークライミング体験
●9/28（土）①午前9時45分〜11時30分②
午前11時30分〜午後1時15分③午後1時30�
分〜3時15分●対象：県内在住の小学生以上
定各回10名（先着）料1,500円 〆9/13（金）

　｢とちぎ県民だより｣へのご感想を
お寄せくださった方の中から抽選で
5名の方に、県産材を使用した｢とち
まるくんコースター､ヒノキしゃも
じ（とちまるくんの焼き印入り）」を
差し上げます。
　はがきに、郵便番号・住所・氏名・
年齢・感想を記入の上、次の宛先まで
お送りください｡［締切：9/20（金）必
着］※10月上旬発送予定

〒320-8501 栃木県広報課
｢とちぎ県民だより｣係

プレゼントコーナー!

　栃木県を代表する特産品の一つ「かんぴょう」。
かんぴょう巻きやちらし寿司の具としておなじみ
ですが、なんと国内産かんぴょうの生産量約99�
パーセントを栃木県産が占めています。
　そもそも「干

かん

瓢
ぴょう

」は、
7月から8月が収穫期
となるユウガオの果
実「瓢

ふくべ

」から作られて
います。これを機械な
どでひも状にむき、の
れんのようにつるして干し、乾燥させて完成とな
ります。かんぴょうを干す風景は、とちぎの夏の風
物詩の一つといえます。
　栃木県での生産の歴史は古く、約300年前、壬生
藩（現在の壬生町）藩主の鳥井忠

ただ

英
てる

が、前任地であ
る現在の滋賀県甲

こう

賀
か

市からユウガオの種を取り
寄せ、生産を奨励したことが始まりといわれていま
す。そして、水はけの良い土壌、夏季に降水が多いと

いった風土がユウガオの成長に適していたことか
ら、この地に生産が定着したと考えられています。
　現在では、主に下野市、壬生町、上三川町、小山市
で生産が盛んです。産地ではかんぴょうを使った
商品が生まれており、餃子やパン、お菓子など、そ
の用途はさまざま。各市町のブランド商品として
認定されています。
　また、かんぴょうは、食物
繊維、鉄分、カルシウム、カ
リウムなどが豊富に含ま
れた食品です。中でも食
物繊維は、腸内環境を正
常に整える作用のほか、
糖尿病などの生活習慣病に対して予防・改善効果
が期待されています。さらに、かんぴょうは低カ
ロリーなので、ダイエット効果も期待できます。
　とちぎで脈々と受け継がれてきた、かんぴょう。
ぜひ皆さんもお召し上がりください。

栃木県本庁舎からのお知らせ
◎ マロニエ県庁コンサート
　〜第1水曜日はマロコンの日♪〜
●9/4（水）午後0時10分〜50分●本館
1階県民ロビー●柊

しゅう

美
び

会
かい

の皆さんに
よる琴のコンサート

文化通信文化通信

木県子 総総栃 ども 学館合科木県栃 子ども 合科学館

ハンガリー語でおもてなし！ハンガリー語でおもてなし！

●どういたしまして
　Szívesen（スィーヴェシェン）
●さようなら
　Viszontlátásra
　　    （ヴィソントラーターシュラ）

●どういたしまして
　Szívesen（スィーヴェシェン）
●さようなら
　Viszontlátásra
　　    （ヴィソントラーターシュラ）

①第358回通常会議
 9/18（水）：本会議（開議､議案上程）
 9/20（金）､25（水）､26（木）
　　 　　：本会議（質疑・質問）
 9/30（月）：常任委員会
10/ 4（金）：予算特別委員会（総括質疑）
10/ 7（月）：常任委員会
10/ 9（水）：本会議（採決､散会）
※いずれも午前10時開始予定。なお、日
程は変更となる場合があります
②県議会傍聴
　本会議や委員会はどなたでも傍聴で
きます。
※本会議は先着順に受け付け。委員会
は開会15分前までに受け付けを行い、
定員を超えた場合は抽選
問県議会事務局
①議事課☎028-623-3761
②総務課☎028-623-3753

県議会からのお知らせ

●世界中の木の実･果実が大集合
●10/27（日）まで※鑑賞大温室入館料：大人
400円（10月以降410円）､子ども200円

世界の木の実･果実展
とちぎ花センター（栃木市）�

☎0282-55-5775

●ハイキングやカレー作りなどに挑戦
●11/2(土)〜3(日･祝)1泊2日●対象：小
学3〜6年生 定 25名(抽選）料4,000円●申
込期間：9/17(火)〜30(月)

踏破だ太平山
太平少年自然の家（栃木市）

☎0282-24-8551

天日干しの様子

かんぴょうご飯

とちぎが生産量日本一！


